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要旨　糖尿病患者を対象とした面接に解決志向アプローを導入し、効果と課題を明らかにすることを目的とす


















目した。解決志向アプローチとは、1980 年代に De 




























































る 20 〜 60 歳代の糖尿病患者 5 名（男性 4 名、女性
1 名）である。病歴は、糖尿病と診断された直後か
ら 20 年来の糖尿病患者で、E 氏は糖尿病性腎症 4
期であった。
表1　対象者の概要




年来の糖尿病患者で、E 氏は糖尿病性腎症 4 期であっ
た。 




  対象者 5 名のフューチャーパーフェクト、スケーリ





















ましい健康行動を 10 として、対象者の現在の状態を 0
～10 の数字で尋ねたところ、E 氏は 0、他の 4 名は、2
～5 と回答した。 











































対象 性別 年代 病型 病歴(年) 面接導入目的 
A M 40 1 型 7 コントロール不良 
B M 30 2 型 4 コントロール改善 
主治医からの依頼 
C M 30 2 型 診断直後 インスリン注射導入 
D F 20 1or2型 4 インスリン注射が 
指示通り打てない 











いい」、B 氏は「HbA1c が 10％を切る」、D 氏は「イ
ンスリンを打たなくてもいいように」など、A、B、
















態を 0 〜 10 の数字で尋ねたところ、E 氏は 0、他の
4 名は、2 〜 5 と回答した。





















部できる時を 10 としたら」という問いに 3 である
と回答した。面接者は、「3 かあ。（インスリン注射
を）きちんと打たないといけないけど、それは言わ




















































































































  炭水化物のみは食べない 
  エレベーターを使わない 
風呂掃除をする 
家事で体を動かす 




  インスリン注射 
  甘いものをやめる 
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